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基本的なきえ方

今後の施策の方向

0 「 東京上極集中Jを 是正

② 者 い世代の就労 裕 増 子 育ての希望の実現

9 地 域の特性にBDしたtH_域課題の解決

O人 □減少と地1引経済絹小の売恨

Oま う ひ と し ごとの倉J生とtl循環の正立
「しごとJが 「oとJを0ヨよ 「ひとJ rpF
「しごとJを  呼 び込む好循墳をi三立する

こともに そ の好俗壕を受える |まうJに

活力を取り戻す

基本国標 H

基本国標2

基本国惇3

基本目標4

地方における安定した層局を合」出する

地75への新しいclとの流れをつくる

者しヽ世代の結婚 出 産 子 首ての希望をかなえる

BS代に合った地域をつくり、安心な喜らしを守るとともに、

地:すと地域を連携する

策定体制と策定スケジュール

て庁内組織〕

「真岡市まち

「検討委員会」、

・ひと・しごと創生推進本部」
「作業部会」、 「ワーキングチーム」

【外部組織〕

「真岡市まち ・ひと ・しごと創生総合戦略推進市民会議」

公募による市民、議会代表の議員、産業界、行政機関、教育機関、

金融機関、労働団体 ・メディアなど、幅広い分野のF_3係者で構成

市民フォーラム ・パブリックコメン ト

平成 27年 10月 末までに策定
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2 真 岡市の人□
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合計特殊出生率の推移
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平成25(2013)年 の人□移動の状況
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人□の将来展望

■
■

■
■

結婚 ・出産 ・子育てに関する市民意識 4

(1)20歳 代 ,30歳 代の末婚者の結婚意8

コすぐにてヽ結婚ウ=い       口 2 34F 内 には結婚したい

●いすれは電遭したい        口 摘通するつもりはない
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(2)理 想と実際に時とうと者えている子どもの人数

里祖の子どもの人数 (既婚女性)
「3人 J… 52 3pe   「 2人 」… 44 7%

実際にlIとうと考えている子ともの人数 (朗婚女性)
「2人 J  57 4%   「 3人  1人 J- 18 8%

壇想の子どもの人数 (末婚女性)
「2人 J -57 4% 「3人 J  36 90。
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〇

O

○

結婚 ・出産 ・子育てに関する市民意識 2

結婚 ・出産 。子育てに関する市民意識 3

“0

14

区 分

既婚女性

(50歳 未満)
末婚女性

(35歳 未満)

理  想 実 際 理  想

真 岡 市 257 192 226

栃 本 県 246 187 234

全 □ 242 207 212

(3)実 際に持とうと考えている人数が少ない理由

経済“=不 安Jあ る

年廓上の連苗

tは  出 虐 子 汚ての'な 的 1:や すDO担 ■大さい

tt=(事 芸)じ ヨたてめ両立が整しい

ほし↓W,してきない

子どヽを貫Jして正み吉てられる要Eに ない

う0■ =が 点ウられるな本支がある

報 こなるここや■言てへの本,が ある

0こ帽吉が望まない

まう実rお 子青てへの崎力J● られない

臣

昌
20



目指すべき将来の方向

真岡市の人□の現状と課題や市民の結婚 ・出産 。子育て等の意向

出生率の改善、移住 定 住の増お0 → →→ 人 □減少に歯止め

超高齢社会や人□減少社会を見据えた地域づ<り

〔目指すべさ将来の方向】

1 若 い世代の就職 結 婚 ・妊娠 ・出産 ・子育ての希望を実現する

J口来を担うもいせ1 どヽ安心して駒さ 希 望どおり結婚 ,II● 出 亡 子 信てをすることが

てきる社会を実やしていく

2 人 □流出に歯止めをかける

宮ごFΞ喜への人□荒 1ヽて,31こ吉いせ代)に 首止めをか, 是 正していく キ せて 真 口市

|こにみ 陶 き 聖 かな=括 を送りF_い人を増やし ,望 をかなえられるほ長を実現する

0 将 来を見据えた都市を構築する

超高衝Tl会喜に実敷にコ価し tHけセ旬 効 率的て,塩 可IItな■室基盤を花筆していく ,

せて 市 民がttに 支え合しヽ す全で す bし て1=み信けられる社会を実現していく

5

人 □ の 層 来 展 望

【合計特殊出生率〕

T 名⇒階→好
【人□移動】
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4 真 岡市の総合戦略

17

「真岡市まち ・ひと 。しごと創生総合戦略」の概要

計画の趣旨 |

人□減少問題を克服し、選ばれるまち真岡市を実現するため、 「哀岡市人□

ビジョン」を踏まえ、まち ひ と し ごとの創生と好循環に向けた基本日標や

施策の基本的方向、具体的な施策や事業をまとめたもの

計画の対象期間  |

平成27年 度から平成31

基本的視点 |

年度までの5か 年間

「真岡市大ロビジョン」における、目指すべき1音来の方向

基本目標 |

基本目標」 し ごとをつくり、安いして働けるようにする

基本目標2 真 岡市へ新しいひとの流れをつくる

基本B標 3 苦 い世代の結婚 出 産 子 育ての希望をかなえる

基本目標4 安 bで 暮らしやすい地域をつくる

18



① 企 業誘致の推進
新たな雇用を倉」出するため 立 地企業への優通制度により真同第5工 業団地及び

大矛BEl産業団地への企業誘致を推進します。
【EB点事業〕
○企業立地促進支援事業

② バ ランスのとれた産業の振興
地域経済をけん3す る震業 商 業 工 業のバランスのとれた暮宰産業を強化し

地域経済の活性化を図るとともに 魅 力ある就労先の創出に取り組みます。

【宣点事業】
○ 日本一のいちどのE地 強イし事業  ○ 施設国去産地の育成事業

O震 用地集約1し促造事業  ○ 」峨 槙事業言 中 い企業者金融支援事業
○ 南業活性4ヒ対策事業  ○ 企業定書健進事業  ○ 産学官連携推進事業

③ 人 材確保の促進

多様で魅力ある産業の中で 多 様な就業環境の倉」出により、新規学卒言をはじめ

幅広い年齢層の市民の経済活動参加を促進し、経済情勢の変化に強い地1或産業を育

成します。
【重点事業〕
○ 新規就震者育成確保事業  O旬 業支援事業  ○ 就職台同面装会開催事業

19

④ 観 光の振興
「真向木綿会館J「 久保記念観光文イし交流館」 「SLキ ューロクβgJ等 の観光llR

点を活用して、本市の魅力をSNS等 のあらゆる媒体を通じて 積 極的に発信し、

交流人Bの 増お0を図ります。また、市内タトの方が、真同駅からス1呆記念観光文イし交

流館の間を周遊砿 気理に立ち寄れる新たな観光llR点を整脩します。

【重点事業〕

○ ス保記念観光文化交流館を拠点とした観光情報の発信の3含化

○ 真岡木綿を活用した喬富の強イし

O「 SLの 定るまちJ真 岡のイメージアップと交流人□の増力0

0お 祭り会館建設事業

○ まうかと美術館整脩事業

20



⑤ 移 住・定住の健進

空き家の培報を管理するシステムを格築し、空き家の有効活用を図るとともに、

移住 定 住を希望する方に対して、住宅取得がしやすい環境の整崎を□ります

また、本市ににみ続けたい 住 みたいと思われるまちづ<り を実」tlするため、シ

ティブロモーションを推進し、ターゲットに応じた県体や手段を使つて、積極的に

本市の魅力を発信していくことによって、大0名度の向上と交流大□の増加を図ると

ともに、市民のふるさと賃の醸成に取り組みます.

〔重点事業〕

O空 き家バンク市噴 事業

○ 香舌 子 育て世代定住促進住を取得支援事業

Oシ ティブロモーション事業

OSる さとヨ1寸事業

⑥ 地 元採用・就労の拡大

U I Uタ ーン等によつて、本市へ移に 定 にする者い世代に対し、定に

促道1高助等の支振を行い、移に 定 住の促進を□ります。

【三点事業〕

〇 ∪ I Uタ ーン就労書
‐
■住に進補助事業

21

0 妊 振 ・出産・子育ての支援

結婚を前提とした出会いや恋宝を希望する人の出会いの場の機会をつくるため

結婚相討や語漠会、パーティー等のイベントを間にし、結婚希望者への支媛の3自1ヒ

を□ります。

安bし て子ともを仁み育てることができるよう 結 婚 '1娠  出 産 子 育ての切

れ目ない支長の充実を図るとともに、地域や社会が子育てを支援する環境づくりに

取り組みます。

【重点事業〕

O出 公しヽ 結 婚価損事業

○ 赤ちゃん証生視金支給事業

O利 用者支拒事業 (子育て世代包お支援センター)

Oヨ し児おむつ輸入助成券支給事業

Oフ ァミリー サ ボート セ ンター運営事業

○ 第3子 以峰保育料免疎事業

〇 行機児童解消加速化事業

22



③ 学 校教育 ・生涯学習の充実 ,推進

本市の43色である 1自然教育センターJ「 科学教育センターJを 利用した本験学

書を充実強1しし 豊 かないやにやかな体を育成することにより、 「生きる力」を

まに 読 書活動等を通して倉」造力と学習意欲の向上を8ヨび起こすなど 「確かな学

力Jを ヨにつけた次代を担う子ともたちの育成を田ります

(重点事業D

O自 然致室に這ヨ当

○ 科学tll育センター違富事業

O学 左□言館専怪司書配置事業

社会全体て1士喜と生活の双万の調和がとれ 値 度て豊かな生活が送ることがてき

るよう、誇貞会やセミナー 地 ,E談 会事を開憎し ワ ーク ラ イフ バ ランスの

旨及誉発の充実を図るとともに、積極白|に男女共同参画のに進のための取りねみを

行つている企業や自治会等を表彰 “3介し 市 民の意訟書売を図ります.

(重点ヨ単 〕

O男 女共同参画社会づくり事業

◎ 仕 事と生活の調和 (ワーク・ライフ バ ランス)の 推進

23

① 地域づくりの推進

移1王 定 怪を促進 してtlくうえて、地域が移仁 定 にする方を温かく受 す入れ、

共生してしヽ<環 ■が必要不可欠です そ のような環境を情えるコミュニティづくり

を積lntt的に推進します.

【三点事業】

〇 みんなでつくる地域づくり事業

① 地域公共交通ネットワークの整惰

交長33言の移動手段のもE保と交通不優地rdrの占!消を図るために運行している 「い

ちごタクシーJ「 コットベリー号Jの 運行内容を改善するとともに 既 存足=梅バス

や真司線との連境を強1ヒじ 市 民生活やまちづくりに不可欠な基畳として地1或公共

交通ネットワークを≧信します。また 自 転車ネットワークを福実し 地 1或公共資

通の補完亡1役言Jと市内観光処点害との回遊とを高めます。

(葦点事業〕

○ 地1引公共交通ネットワーク整侑事業

O自 転車ネットワーク事業

24



② 防 犯防受対策の充実強化

警軍をはじめとする商ln‐機曽 E体 との追売によりぢB罪の発生を抑市Jし 市 民が

ヨ心して生活できる環境づくりを推進するとともに、市民の生命、身体及び日3壱を

告種丈言から守り 炎 宮発生0きに債えるために 丈 目にSOいまちづくりに取り組み

ます。

〔宣点事業〕

⑮ 健 康で安,bして暮らせる社会の形成

市民一人一人が 「自倉の値長は自分て守るJと しヽう言説を基本に そ れぞれのラ

イフステージに合わせたに康づくりを実践できるよう 疾 痛の予崎対策や保権事業

を充実し、健康考命の延仲を田るとともに 身 近な医療から高度 専 門医環まで、

さまざまな段階の医療をいつても安bして員けられるように、lulCl区原のは Jヽを整

信します.

【三点事業〕

ClまうrJか保健三事業  O名 期高飾言由科健診事業

○ 後期高はヽ者人間トック 悩 ドック受診助成事業  01也 域医療対策事業

〇 崎距カメラ設置事業 O防 犯ハ トロール事業

2

PLAN(計 画)
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「真岡市まち ・ひと 。しごと倉」生総合戦0各策定推進市民会議J

委員24名 による事業模証を毎年実施


